
『菅
家
文
草
』

の
速
詠

丹

羽

博

之

要

旨『菅
家
文
草
』
巻
五

・
四
〇

一
以
下
の
速
詠
詩

(
一
時
に
二
十
首

の
五
言
律
詩
を
詠
む
)
を
近
体
詩
と
し

て
の
諸
規
則

(平
灰

・
粘
法

・
押
韻
等
)
を
遵
守
し
て

い
る
か
を
調
査
。
其

の
結
果
、
概
ね
律
詩

の
作
法
を
守

っ
て
お
り
、
彼

の
詩
才
を
十
分
に
発
揮
し

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
数

ヶ
月
前

に
詠
ま
れ
た
十
首

の
速
詠

詩
と
と
も

に
五
十

一
歳

の
円
熟
期

の
良
き
思

い
出

の

一
駒
と
し

て
作
品
の
中
に
収

め
ら
れ

た
で
あ
ろ
う

と
推
察
し
た
。

更

に
、
十
首

の
速
詠
詩
中

の
三
九
四

「柳
紮
」

の
詩

は
唐

の
鄭
緊

の
濡
橋
之
詩
思

の

エ
ピ
ソ
ー

ド
を
利

用
し

て
作

ら
れ
た
可
能
性

が
有
る

こ
と
を

「
雪
」
「
柳
」

「
風
」

「
詩
思
」

と

「
詩
情
」
と

の
共
通
性
か
ら
指
摘

し
た
。
様

々
な
形

で
唐
代

の
流
行

が
ほ
ぼ
時
を
同
じ

く
し
て
日
本

に
も
た
ら
さ
れ
て

い
た

一
例

で
あ
ろ
う
。

(15)

 

キ
ー

ワ
ー
ド

H

『
菅
家
文
草
』

菅
原
道
真

日
本
漢
詩

平
安
漢
詩



『菅
家
文
草
』

の
速
詠

本
稿
は
先

に
発
表
し
た

「
『
菅
家
文
草
』

(巻
五

二
二
九

一
)

の
漢
詩

一
日
百
首

の
逸
話
を
巡

っ
て
」

(
『菅
原
道
真
論
集
』
勉

誠
出

版
〇
三
年

二
月
)

の
続
編

で
あ

る
。
前
稿

で
は
主

と
し
て
、

一
時
十
首

の
速
詠
詩

の
分
析
を
試
み
た
が
、
本

稿
で
は
そ

の
後

に
詠
ま
れ
た
二
十
首

の
速
詠

の
詩

の
分
析
を
中
心

に
考
察
を
加
え

る
。

前
稿
に
お

い
て
論
旨

の
都
合
上
触

れ
る
こ
と
の
で
き
な

か

っ
た

「
柳
紫
」

の
詩
と
鄭
繁

の
詩
話

に

つ
い
て
考
え
る
。
先
ず
道
真

の
詩
を
挙
げ

る
。

謝

柳
索

春
雪
紛

々
緯
柳
枝

見
知
老
紫
階
頭
垂

詩
人
詠
得
詩
情
苦

莫
使
狂
風
第

一
吹

春
雪
紛

々
と
し
て

柳
枝
を
続
り

見
知
り
ぬ

老
紫

の
陪
頭
に
垂
る
る

こ
と
を

ね
ん
ご
ろ

詩
人
は
詠

み
得

た
り

詩
情

の
苦
な

る
こ
と
を

狂
風
を
し

て

第

一
に
吹

か
し
む
る

こ
と
莫
か
れ

(16)

 

三
句
目

に

つ
い
て
、
川

口
久
雄

『菅
家
文
草

菅
家
後
集
』

(本
稿

の
道
真

の
作
品
は
全
て
同
書
に
よ

る
)

の
頭
注
で
は

昔
か
ら
詩
人

た
ち
は

こ
の
柳
紫
が
風

に
み
だ
れ
と
ぶ
趣

の
、
詩
情
を

か
き

た
て
る

こ
と
を
詠
じ

て

い
る
。
杜
甫

の
漫
興
詩

に

「
顛
狂
柳
紫
随
・
風
舞
、
軽
薄
桃

花
逐
レ
水
流
」
。

と
あ
る
。
し

か
し
、
第
三
句

は
次
に
挙
げ
る
唐

の
鄭
繁

の
滅
橋
之
詩
思

の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
も
踏
ま
え
て

い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

古
今
詩
話
云
、
相
国
鄭
繁
善
詩
。

(中
略
)
或

日
、
相
国
近
為
新
詩
否
。
対
日
詩
思
在
漏
橋
風
雪
中
騙
子
上
、
此
何
以
得
之
。

古
今
詩
話

に
云
う
、
相
国
鄭
繁
詩
を
善
く
す
、

(中
略
)
或

ひ
と
曰
く
、
相
国

近
く
新
詩
を
為
る
や
否

や
と
。
対

へ
て
曰
く
、
詩
思

は
漏
橋
風
雪
中

の
騙
子

の
上

に
在
り
、
此

こ
に
何
を
以

て
か
之
を
得

ん
と
。

『唐
詩
紀
事
』
巻
六
十
五



鄭
繁

の
主
張
は
、

(別
離

の
場
所
と
し

て
も
名
高

い
)
瀟
橋
に
お
い
て
、
役
人

が
乗
る
馬
で
は
な
く
、
騙

馬
に
乗

っ
て
風
雪

の
中

に
行

っ
て
こ
そ
、
詩
心
を
掻
き

立
て
ら
れ
る
。
相
国
な
ど
を
し
て

い
て
は
、
詩
心
な
ど
湧
く
も

の
か
、

と
い
う
も

の
で
あ
る
。

濡
橋
風
雪
は
長
安
入
景

の
筆

頭
に
挙
げ
ら
れ
る
名
所

で
あ

る
。
鄭
繁
、
字
は
薙
武
。
盧
州
刺
史

の
時
、
黄
巣

の
乱

に
遭
う
も
、
州
境
を
犯
さ
せ
な
か

っ
た
。
そ
の

功
績
に
よ
り
、
時

の
皇
帝
僖
宗

か
ら
緋
魚
を
賜

っ
た
。
詩
を
善
く
し
た
が
、
そ

の
語

は
俳
譜
が
多

く
、
「
鄭
五
歌
後
体
」
と
呼
ば
れ

た
。
前

稿

で
論
じ
た
孫
発

の

一

日
百
首

の
逸
話
と
と
も

に
鄭
繁

の
逸
話
も
今
来

の
話
題
と
し
て
も
て
雛
さ
れ
、
道
真

は

一
日
百
首

の
逸
話
か
ら
十
首

の
速
詠
と
し

て
詠

み
、
鄭
繁

の
逸
話

は
詩

の
中

で
詠
む
と

い
う

趣
向
を
試

み
た

の
で
な

い
か
。
読
む
人
が
読

め
ば
両
方

の
挿
話

を
利
用
し
て

い
る

こ
と
は
わ
か
る
は
ず

と
い
う
意
識
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
雪
、

柳
、
詩
思
と
詩
情
、
風
と

い
う
道
真

の
詩

の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
鄭
緊

の
逸
話
と

一
致
す

る
。
道
真
は
鄭
繁

の
逸
話
を
下
敷
き

に
句
作
り
を
し
た
と
考
え

て
良

い
で
あ
ろ

・
つ

。鄭
繁

は
道
真
と
ほ
ぼ
同
時
代

の
詩
人

で
あ

る
が
、
彼

の
逸
話

が
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し

て
日
本

に
も
伝
わ

っ
て

い
た

の
で
は
な

い
か
。

都
萎

の
東
を
北
流
す
る
漿

に
架
か
る
落

は
、
萎

か
ら
東
に
旅
立

つ
時
必
ず
渡
る
橋
で
あ
犠

長
安

の
西
を
流
れ
る
渠

に
架
か
る
西
濯

(羅

の

m

「送
元
二
使
安
西
」

の

「
滑
城
朝
雨
泪
軽
塵
、
客
舎
青

々
柳
色
新
」

で
有
名
)

と
並
ん

で
都

の
東
西

の
別
れ

の
場
所

で
あ

っ
た
。
西
滑
橋

に
も
柳
が
植
わ

っ
て
い
た

ー

が
、
漏
水
も
柳
と
別
れ

の
場
所
で
あ

っ
た
。
松
浦
友
久
篇

『漢
詩

の
事
典
』

(大
修
館
書
店
)

の

「
濡
橋
」

の
項
目

に
は
、

中
晩
唐
期
、

い
わ
ゆ
る

「
濡
橋
折
柳
」

の
イ
メ
ー

ジ
が
定
着
し
た
。
中
唐

の
楊

巨
源

「
濡
岸

の
柳
を
賦
ち
得
た
り
…
…
」

の
詩

に
、

「
楊
柳
煙
を
含

む
漏
岸

の

春
、
年
年
塞
折

せ
ら
る
る
は

行
人

(旅
人
)

の
為
な
り
」

〔
82
〕
と
あ

り
、

ほ
ぼ
同
時
期

の
韓
珠

「
楊
柳
枝
詞
」

に
も
、

こ
う

い
う
、
「
漏
陵
橋
上

離
別
多

ま
れ

し
、
長
条

(
長

い
柳

の
条

)

の
地
を
払
ひ
て
垂
る
る
有

る
こ
と
少
な
り
」

〔
83
〕
と
。

(以
下
略
)

と
あ
る
。
中
晩
唐
期
に
定
着
し
た

「
漏
橋
と
折
柳
」

の
詩
的
イ
メ
ー

ジ
を
道
真
も
知

っ
て
お
り
、
鄭
繁

の
逸
話

と
と
も
に
新
し

い
素
材

と
し

て
詠
ま
れ
た
の
で
は
な

い
か
。

漏
水
周
辺
は
現
在
も
柳
並
木

が
残
り
、
往
事

の
面
影
を
し
の
ば
せ
る
。

『菅
家
文
草
』
の
速
詠



『菅
家
文
草
』

の
速
詠

次
に
道
真

の
速
詠
詩
に

つ
い
て
分
析
を
試
み
る
。
道
真
は
二
度
に
亘

っ
て
、
速
詠
詩
を
詠
作
し
て

い
る
。

一
回
目

の
速
詠
に

つ
い
て
は
前
稿

で
も
触
れ
た
が
、
紙

数

の
都
合
も
あ
り
、
そ

の
全
て
を
挙
げ
得

な

っ
か
の
で
今
回
そ
の
全
詩
を
挙
げ
る
。

七
年
暮
春

二
十
六
日
、
予
侍
東
宮
、
有
令

日
、
聞
大
唐
有

一
日
応
百
首
之
詩
。
今
試
汝
以

一
時
、
応
十
首
之
作
。
即
賜
十
事
題
目
、
限
七
言
絶
句
。

予
採
筆
成

之
、
二
刻
成
畢
。
錐
云
凡
鄙
、
不
能
焼
却
。
故
存
之
。

(七
年
暮
春
二
十
六
日
、
予
東
宮
に
侍
り
し
と
き
、
令
有

り
て
曰
く
、
聞
く
な
ら
く
大
唐

に

一
日
百
首
に
応

ふ
る

の
詩
有
り
と
。
今
試

み
に
汝

一
時
を
以

て
十

首

の
作

に
応

へ
よ
と
。
即
ち
十
事

の
題
目
を
賜
り
て
、
七
言
絶
句
に
限
り
た
ま

ふ
。
予
筆
を
採
り

て
成
す

こ
と
、

二
刻
に
し
て
成
し
畢

は
ん
ぬ
。
錐
ひ
凡
鄙
な

り
と
云
ふ
と
も
、
焼
却
す

る
こ
と
能

は
ず
。
故

に
存
す

と
い
ふ
。
)

謝

送
春

送
春
不
用
動
舟
車

唯
別
残
鴬
與
落
花

若
使
餉
光
知
我
意

今
宵
旅
宿
在
詩
家

下
平
六
麻
韻

蹴

落
花

花
心
不
得
似
人
心

一
落
応
難
可
再
尋

●
○
●
●
●
○
○

○
●
○
○
●
●
○

●
●
○
○
○
●
●

○
○
●
●
●
○
○

韻
字
は
車

・
花

・
家

○
○
●
●
●
○
○

●
●
○
○
●
●
○
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珍
重
此
春
分
散
去

○
●
●
○
○
●
●

明
年
相
過
旧
園
林

○
○
○
●
●
○
○

下
平

一
二
侵

韻
字
は
心

・
尋

・
林

謝

夜
雨

不
看
細
脚
只
聞
声

●
○
●
●
●
○
○

暗
助
農
夫
赴
畝
情

●
●
○
○
●
●
○

通
夜
何
因
還
悶
意

○
●
○
○
○
●
●

尚
書
定
妨
早
衙
行

●
○
●
●
●
○
○

下
平
八
庚

韻
字
は
声

・
情

・
行

謝

柳
紫

春
雪
紛
々
続
柳
枝

○
●
○
○
●
●
○

見
知
老
紫
隔
頭
垂

●
○
●
●
●
○
○

詩
人
詠
得
詩
情
苦

○
○
●
●
○
○
●

莫
使
狂
風
第

一
吹

●
●
○
○
●
●
○

上
平
四
支

韻
字
は
枝

・
垂

・
吹

踊

紫
藤

高
閣
藤
花
次
第
開

○
●
○
○
●
●
○

疑
看
紫
綬
向
風
廻

○
○
●
●
●
○
○

栄
華
得
地
長
応
賞

○
○
●
●
○
○
●

不
放
遊
人
任
折
来

●
●
○
○
●
●
○

『菅
家
文
草
』
の
速
詠
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『菅
家
文
草
』
の
速
詠

上
平
十
灰

韻
字
は
開

・
廻

・
来

鰯

青
苔

青
苔
満
地
不
棲
塵

○
○
●
●
●
○
○

似
展
平
頭
碧
錦
菌

●
●
○
○
●
●
○

雨
後
風
前
宜
染
色

●
●
○
○
○
●
●

磐
惣
欲
著
上
仙
人

○
○
●
●
●
○
○

上
平
十

一
真

韻
字
は
塵

・
菌

・
人

蹴

鴬

自
初
出
谷
被
人
憐

●
○
●
●
●
○
○

春
色
尽
時
自
黙
然

○
●
●
○
●
●
○

若
有
遺
音
長
不
絶

●
●
○
○
○
●
●

明
年
可
奏
早
梅
前

○
○
●
●
●
○
○

下
平

一
先

韻
字
は
憐

・
然

・
前

*

蹴

燕

梁
頭
展
翅
幾
街
泥

○
○
●
●
●
○
〇

一
々
将
雛
起
暮
棲

●
●
○
○
●
●
○

春
過
先
帰
秋
至
日

○
●
○
○
○
●
●

涼
風
万
里
羽
毛
斉

○
○
●
●
●
○
○

上
平
八
斉

韻
字
は
泥

・
棲

・
斉

謝

黄
雀
児

二
句
目

の
四
字
目

が
孤
平
。
自

が
二
度
使
わ
れ
て

い
る
。

{20}



点
検
中
庭
黄
雀
児

●
●
○
○
○
●
○

春
風
便
是
可
無
私

○
○

●
●
●
○
○

報
恩
何
必
遭
復
処

●
○
○
●
○
●
●

街
得
白
環
即
此
時

○
●
●
○
●
●
○

上
平
四
支

韻
字

は
児

・
私

・
時

*
三
句
目

が
二
六
対

に
な

っ
て
い
な

い
。
但
し
、
大
系
本
も
指
摘
す
る
よ
う

に
、

誤
写
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
四
句

目

の
四
字
目
が
孤
平
。

姻

燈

挑
尽
蘭
燈
送
五
更

○
●
○
○
●
●
○

管

頭
夜
雨
颯
然
声

○
○

●
●
●
○
○

吟
詩
不
得
多

=.
笑

○
○

●
●
○
○
●

鋤

染
翰
猶
要
暗
更
明

■
●
○
○
●
●
○

ー

下
平
入
庚
韻
字
は
更

・
声

・
明

以
上

の
詩

の
特
徴
を
以
下
に
列
挙
す
る
。

1

速
詠
十
首
が
七
言
絶
句

と
し

て
の
条
件
を
整
え
て

い
る
か
。
近
体
詩
と
し

て
の
必
要
な
平
灰

の
主

な
条
件

に
つ
い
て
み
る
と
、

①

誤
写

が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
三
九
九

「
黄
雀
児
」

以
外

は
、
二
四
不
同
、
二
六
対
を
守

っ
て

い
る
。

②
下
三
連

は
す

べ
て
適
合
。

③
孤
平

を
犯
す
例

"
特

に
避
け

る
四
字
目

が
孤
平

に
な

っ
て

い
る
も

の
。
三
九
七

「
鴬
」
三
九
九

「
黄
雀
児
」
。
但
し
三
九
九

「
黄
雀
児
」
誤
写

の
可
能

性
も
あ

る
。

孤
平
で
も
許
容

さ
れ
る
二
字
目

が
孤
平

の
詩
。
三
九

】

「
送
春
」
、
三
九
三

「
夜
雨
」

(起
句

と
結
句
)
、
三
九
四

「
柳
紮
」
、
三
九
七

「
鴬
」

④
韻
字
は
平
、
奇
数
句
末
は

(三
句
)
は
灰

の
韻

に
す
る
。
日
十
首
す

べ
て
適
合
。
七
絶

の
場
合
、
起
句
末
も
押
韻
す
る

の
が
原
則
だ
が
、
十
首
す

べ
て
起
句
末

『菅
家
文
草
』
の
速
詠



『菅
家
文
草
』
の
速
詠

も
押
韻
。

⑤

粘
法
を
守

っ
て

い
る
。
三
九
九

「
黄
雀
児
」

の
み
失
粘
。
但
し
、
誤
写

の
可
能
性
が
あ
る
。

⑥
韻
字
と
同
じ
韻

の
字
は
同

一
の
詩
に
は
使
わ
な

い
。
三
九
四

「柳
紫
」

の
み
重
複
。

H

速
詠
故
か
、
十
首
中

で
同

一
の
漢
字

が
多
く
使
わ
れ
て

い
る

(詳
細

は
前
稿
参
照
)
。

III

VIIVIVIV111
、

不

の
多

用

。

三
九

一
、

春

の
多

用

。

三

九

一
、

風

の
多

用

。

三

九

四
、

頭

の
多

用

。

三
九

四
、

人

の
多

用

。

三
九

二
、

得

の
多

用

。

三
九

二
、

三

九

二
、

三

九

二
、

三

九

五
、

三

九

六
、

三
九

四
、

三
九

四
、

灰
韻

の
中

で
も
入
声
を
多

く
用

い
て
い
る
。

白
詩

と
重
複
す

る
詩
題
や
詩
語

が
多
く
あ

る

三
九
三
、
三
九
五
、
三
九
六
、
三
九
七
、
四
〇
〇

三
九
四
、
三
九
七
、
三
九
入
、
三
九
九

三
九
六
、
三
九
八
、
三
九
九

三
九
入
、
四
〇
〇

三
九
五
、
三
九
六
、
三
九
七

三
九
五
、
三
九
九
、
四
〇
〇

三
九
七

は
入
声

が
四

つ
も
あ
り
、
三
九

一
、

(前

稿
参
照
)
。

三
九
四
、
三
九
九

の
詩

に
は
三

つ
の
入
声
。

(22)

本
章

で
は
、
暮
春

の
速
詠

の
後
、
暫
く
し
て
作
ら
れ
た
速
詠
二
十
首

の
近
体
詩
と
し
て
の
完
成
度
な
ど
を
中
心
に
考
察
す

る
。

東
宮
寓
直
之
次
、
下
令
日
、
去
春
十
首
、
既
知
急
捷
。
今
取
当
時
二
十
物
重
要
。
某
不
停
滞
、
即
来
令
之
後
、
不
敢
固
持
。

自
酉
二
刻
、
及
戌

二
刻
、
篇
数
僅

成
。
慎
令
旨
也
。
経
数
十
日
、
要
写

一
通
、
近
習
少
年
断
失
三
首
。
初
不
立
案
、
無
処
尋
覚
。

一
十
七
首
、
備
干
実
録
云
余
。

東
宮
寓
直

の
次

で
、
令
を
下
し

て
曰
く
、
去
る
春

の
十
首
、
既
に
急
捷
な
る
こ
と
を
知

る
。
今
当
時

の
二
十
物
を
取
り
て
重

ね
て
要
む
。
某
停
滞
せ
ず
、
即

ち
来
令

の
後
、
敢
え
て
固
持
せ
ず
。
酉
二
刻
よ
り
、
戌

二
刻

に
及
ぶ
ま

で
に
、
篇
数
僅

か
に
成

り
ぬ
。
令
旨
を
慎

め
ば
な
り
。
数
十
日
を
経

て
、

一
通
を
写



さ

ん

こ
と

を
要

む
る

に
、

り
。

近
習
少
年
断
ち

て
三
首
を
失

へ
り
。
初

め
よ
り
案
を
立
て
ず
、
尋
ね
覚

む
る
処
な
し
。

一
十
七
首
、
実
録

に
備
ふ
と
云

ふ
こ
と
余

姐

風
中
琴

清
琴
風
処
響

恰
似
有
人
弾

始
自
青
頻
起

還
随
玉
珍
残

誤
雲
驚
別
鶴

疑
野
払
幽
蘭

感
興
応
無
限

窓
頭
力
意
看

上
平
十
四
寒

魏

竹

翠
竹
疎
籠
下

脩

翫
碧
鮮

雨
中
重
影
合

風
裏
晩
声
伝

欲
見
龍
鱗
化

兼
期
鳳
翼
遷

○
○
○
●
●

●
●
●
○
○

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

●
○
○
●
●

○
●
●
○
○

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

韻
字
は
弾

・
残

・
蘭

・
看

『菅
家
文
草
』

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

●
○
○
●
●

○
●
●
○
○

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

の
速
詠

(23)



『菅
家
文
草
』
の
速
詠

寒
霜
如
可
梯

○
○
○

●
●

万
歳
表

貞
堅

●
●
●
○
○

下
平

一
先

韻
字
は
鮮

・
伝

・
遷

・
堅

娚

薔
薇

一
種
薔
薇
架

芳
花
次
第
開

色
追
膏
雨
染

香
　
景
風
来

数
動
詩
人
筆

頻
傾
酔
客
杯

愛
看
腸
欲
断

日
落
不
言
廻

下
平
十
灰

姻

松

孤
松
呈
勤
節

幸
許
在
中
庭

久
苦
寒
霜
素

猶
全
細
葉
青

故
山
辞
澗
底

新
地
近
仙
亭

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

●
○
○
●
●

○
●
●
○
○

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

●
○
○
●
●

●
●
●
○
○

韻
字
は
開

・
来

・
杯

・
廻

○
○
○
●
●

●
●
●
○
○

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

●
○
○
●
●

○
●
●
○
○

{24)



塵
尾
応
堪
用

塞
将
奉
執
経

下
平
九
青

鵬

酒

閑
亭
開
酒
甕

始
覚
聖
賢
心

竹
葉
撃
多
少

梨
花
酌
浅
深

開
眉
杯
裏
伴

促
膝
酔
中
吟

自
此
知
神
用

誰
愁
到
晩
陰

下
平
十
二
侵

姻

牡
丹

不
知
何
処
種

喜
見
牡
丹
花

帯
雨
傾
臨
架

随
風
引
亜
沙

壼
翠
塵
容
苑

当
翫
玉
仙
家

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

韻
字
は
庭

・
青

・
亭

・
経

○
○
○
●
●

●
●
●
○
○

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

○
○
○
●
●

●
●
●
○
○

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

韻
字
は
心

・
深

・
吟

・
陰

『菅
家
文
草
』

●
○
○
●
●

●
●
●
○
○

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

●
○
●
○
●

○
●
●
○
○

の
速
詠

*
開

の
字
が
重
複
。

(25)



『菅
家
文
草
』
の
速
詠

朗
詠
叢
辺
立

●
●
○
○
●

悠

々
忘

日
斜

○
○
○
●
○

下
平
六
麻

韻
字
は
花

・
沙

・
家

・
斜

姫

古
石

孤
拳
誰
得
転

苔
醇
不
知
年

不
過
雲
来
触

唯
聞
溜
引
穿

諌
応
投
緑
水

功
欲
補
青
天

漱
歯
幽
人
意

相
看
太
可
憐

下
平

一
先

○
○
○
●
●

○
●
●
○
○

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

●
○
○
●
●

○
●
●
○
○

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

韻
字
は
年

・
穿

・
天

・
憐

な

い
方
が
良

い
。

扇

団

々
紋
素
扇

随
手
幾
成
功

一
転
看
孤
月

頻
揺
得
細
風

逆
愁
秋
早
至

○
○
○
●
●

○
●
●
○
○

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

●
○
○
●
●

*
四

、

五
句

が
失

粘
。

*
不

が
二
度
使
わ
れ
て

い
る
。

一
句
目

の
拳
も
先
韻
、
近
体
詩

で
は
、
押
韻
と
同
じ
韻

の
字
は
詩

の
中
に
使
わ

{26)



偏
待
熱
先
隆

取
捨
知
時
節

軽
身
業
宣
空

上
平

一
束

姻

屏
風

屈
曲
初
知
用

施
来
不
畏
風

質
宜
羅
帳
裏

功
見
玉
鑓
中

人
馬
無
来
去

煙
霞
不
始
終

丹
青
知
有
功

開
合
又
西
東

上
平

一
束

す
る
。

姻

銭

家
兄
何
利
国

施
用
手
中
繁

楡
葵
重
軽
種

貨
泉
商
頁
源

○
●
●
○
○

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

韻
字
は
功

・
風

・
隆

・
空

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

●
○
○
●
●

○
●
●
○
○

○
●
●
○
●

○
○
●
●
○

○
○
○
●
●

○
●
●
○
○

韻
字
は
風

・
中

・
終

・
東

○
○
○
●
●

○
●
●
○
○

○
●
●
○
●

●
○
○
●
○

『菅
家
文
草
』
の
速
詠

*
知
、
来
、
不
が
二
度
使
わ
れ
て

い
る
。
四
句

目

の
功
も
東
韻
。
詠
み
に
く

い
詩
題
故
か
、
東
韻

初
め
て
重
複

(27}



『菅
家
文
草
』

貧
夫
身
有
癖

高
士
口
無
言

腐
◎
誰
応
識

将
令
礼
節
存

下
平

一
先

姐

弓

烏
号
得
旧
弓

業
在
弛
張
名

細
月
空
驚
質

清
風
自
発
声

歩
中
楊
葉
遠

雲
外
白
間
軽

文
武
随
時
用

将
表
太
平

下
平
八
庚

魏

石
硯

文
人
施
器
物

石
硯
玉
簾
前

一
片
心
猶
重

多
情
手
自
伝

の
速
詠

○
○
○
●
●

○
●
●
○
○

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

韻
字
は
繁

・
源

・
言

・
存

○
○
●
●
○

●
●
●
○
○

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

●
○
○
●
●

○
●
●
○
○

○
●
○
○
●

○
○
●
●
○

韻
字
は
名

・
声

・
軽

・
平

○
○
○
●
●

●
●
●
○
○

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

*
三
句
目

の
驚
が
下
平
入
庚
韻
。

一
句
末
灰
声

が
原
則

だ
が
十
七
首
中

こ
の
詩

の
み
平
声
。

(28)



道
成
分
水
剤

功
遂
染
松
煙

月
満
花
開
処

吟
詩
得
用
専

下
平

一
先

輔

筆

学
業
何
為
重

繊
鋒
用
不
軽

崩
雲
毫
末
急

垂
露
管
中
清

壼
見
焚
無
意

誰
知
狢
滅
声

願
将
羊
桂
質

良
史
表
嘉
名

下
平
入
庚

姐

園
碁

手
談
幽
静
処

用
意
興
如
何

下
子
声
偏
小

成
都
勢
幾
多

●
○
○
●
●

●
●
●
○
○

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

韻
字
は
前

・
伝

・
煙

・
専

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

○
○
○
●
●

○
●
●
○
○

●
○
○
●
●

●
○
●
●
○

●
○
○
●
●

○
●
■
○
○

韻
字
は
軽

・
清

・
声

・
名

●
○
○
●
●

●
●
●
○
○

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

『菅
家
文
草
』
の
速
詠

*
四
、
五
句

が
失
粘
。
対
句

に
す

る
た
め
に
無
理
な
句
作
り
が
原
因

か
。

(29)



『菅
家
文
草
』

楡
閑
猶
気
味

送
老
不
蹉
詑

若
得
逢
仙
客

樵
夫
定
燗
何

下
平
五
歌

価

鼓

八
音
調
雅
楽

鳴
鼓
自
堪
聞

見
器
驚
春
気

疑
雷
撲
夏
雲

曲
成
随
舞
挙

声
引
任
歌
分

小
大
知
全
節

何
時
奏
聖
君

の
速
詠

○
○
○
●
●

●
●
●
○
○

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

韻
字
は
何

・
多

・
詑

・
何

上
平
十
二
文

鵬

蜘
蛛

微
虫
猶
有
功

○
○
○
●
●

結
網
自
含
情

●
●
●
○
○

稟
気
安
身
小

●
●
○
○
●

随
風
転
質
軽

○
○
●
●
○

●
○
○
●
●

○
●
●
○
○

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

●
○
○
●
●

○
●
●
○
○

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

韻
字
は
聞

・
雲

・
分

・
君

(30)



管
前
寛
得
地

籠
上
暫
全
生

万
物
皆
如
是

応
知
造
化
成

下
平
八
庚

媚

壁
魚

自
魚
浮
紙
上

游
泳
九
流
中

続
軸
高
低
去

随
紙
遠
近
通

宣
嫌
漁
父
業

唯
妨
学
人
功

若
得
風
前
挙

鱗
飛
道
堂
空

上
平

一
束

○
○
○
●
●

●
○
○
●
○

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

韻
字
は
情

・
軽

・
生

・
成

●
○
○
●
●

○
●
●
○
○

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

●
○
○
●
●

○
●
●
○
○

●
●
○
○
●

○
○
●
●
○

韻
字
は
中

・
通

・
功

・
空

*
三

、

六
句

失
粘

。

堂
が
二
度
使
わ
れ
て
い
る
。

空

の
上
平

一
束
韻

だ
が
、

以
下

に
、

こ
の
速
詠

の
近
体
詩
と
し

て
の
特
徴
を
列
挙
す

る
。

1

先

の
十
首
速
詠

と
同
じ
く
五
言
律
詩
と
し

て
の
条
件
を
整
え

て
い
る
か
。

①

二
四
不
同
…
す

べ
て
適
格
。

②
粘
法
を
守

っ
て

い
る
…
四
〇
六
、
四

一
三
、
四

一
六
は
失
粘
。

『菅
家
文
草
』

の
速
詠

七
句
目

の
風
も
東
韻
。

(31)



『菅
家
文
草
』
の
速
詠

③
奇
数
句
末
を

灰
声

に
す
る
…
四

=

の

一
句
末

の
み
平
声
。

④
韻
字
と
同
じ

韻

の
字

は
同

一
の
詩
に
は
使
わ
な

い
…
四
〇
七
、
四
〇
九
、
四

=

、
四

一
七

の
詩

は
韻
字
と
同
じ
韻

の
字
を
詩
中
に
使
う
。

⑤
近
体
詩
で
は

一
首

の
中

で
同

一
の
字
は
使
わ
な

い
…
四
〇
五
、
四
〇
七
、
四
〇
九
、
四

一
七

の
詩

は
同
じ
字

が
二
度
使
わ
れ
て

い
る
。
四
〇
九

の
詩
に
至

っ
て

は
、
「
知
、
来

、
不
」

の
三

つ
の
字

が
二
度
使
わ
れ
て
い
る
。
四

一
七

の
詩
も
、
量
と

い
う
詩

に
は
余
り
使
わ
な

い
字
が
二
度
使
わ
れ
て

い
る
。

H

律
詩
で
は
、
頷
聯
、
頚
聯
を
対
句
に
す

る
。
す

べ
て
適
合
。
但
し
そ
れ
ほ
ど

の
名
対
句

と
い
う
も

の
は
認
め
ら
れ
な

い
。

m

同

一
の
漢
字

が
よ
く
使
わ
れ
る
。

i
、
風

の
多
用
。
四
〇

一
、
四
〇
二
、
四
〇
三
、
四
〇
六
、
四
〇
八
、
四
〇
九
、
四

=

、
四

一
六
、
四

一
七
。

十
首
速
詠

で
も
、
風

は
五
回
使
わ
れ
た
。

・11
、
知

の
多
用
。

四
〇
五
、
四
〇
六
、
四
〇
七
、
四
〇
入
、
四
〇
九

(
二
回
)
、
四

=
二
、
四

一
五
、
四

一
六
。

血
、
中

の
多
用
。

四
〇
二
、
四
〇
四
、
四
〇
五
、
四
〇
九
、
四

一
〇
、

四

一
一
、
四

=
二
、
四

】
七
。
中
は
平
声
で
あ

る
が
、
上
記
八
例
は
す

べ
て
平
灰

に
関
す

る
位
置

に
使
わ
れ

て
い
る
。

勿ω

短
、
用

の
多
用
。
四
〇
四
、
四
〇
五
、
四
〇
九
、
四

一
〇
、
四

=

、
四

一
二
、
四

=
二
、
四

一
四
。

同

一
の
字

が
頻
繁

に
使
わ
れ
る
こ
と
は
、
速
詠
十
首
に
も
見
ち
れ
る
傾
向

で
あ

っ
た
。
前
稿

で
も
考
察
し
た
如
く
、
時
間
的
制
約

と
平
灰
合

わ
せ
の
為

に
同

一
の

字

の
使
用

に
な

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

松
浦
友
久
氏

『中
国
詩
選

(
3
)
唐
詩
』

(教
養

文
庫
)
に
は
次

の
よ
う
な
解
説
が
あ

る
。

一
般
に
七
言

絶
句

は
、
伸
び
や

か
で
、
華
や
か
な
詩
型

と
言
わ
れ
、
古
典
的
重
厚
さ
よ
り
は
新
興
歌
曲
的
な
軽
快

さ
を
基
調
と
し
て
お
り
、
五
言
律
詩
は
均
整

の
と
れ
た
、
安
定
し
た
詩
型

だ
と
言
わ
れ
る
。
六
朝
以
来
継
続
的

に
作
ら
れ
た
た
め
、
近
体
詩

の
中
で
は
も

っ
と
も
古
典

的
な
雰
囲
気
を
生

み
出
し

て
い
る
。

初
唐

の
応
制
詩

を
見

て
も
五
言
律
詩
は
多
く
詠
ま
れ
て
お
り
、
『
菅
家

文
草
』

に
も
侍
宴

の
詩

に
五
律

の
占
め
る
率

は
高

い
。
先

の
速
詠

が
七
絶
と

い
う
指
定

で

あ

っ
た
の
に
対
し

て
今
回
は
特

に
詩
型
の
指
定

が
な

い
の
で
、
七
絶
よ
り

は
高
度

で
、
華

や
か
な
宮
廷

で
よ
く
詠
ま
れ
る
五
律

で
詩
を
作

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

川
口

氏
も
指
摘
す

る
如

く
、
李
嬌
百
詠
も
五
律

で
あ
り
、
そ
れ
に
倣

っ
て
今
度

は
よ
り
難
度

の
高

い
五
律

に
挑
ん
だ
の
で
は
な

い
か
。

速
詠
二
十
首

(残

っ
て
い
る

の
は
十
七
首
)

の
出
来

映
え

は
、
平
灰
な

ど
の
規
則
を
概
ね
守
り
無
難

に
ま
と
め
上
げ

て

い
る
と
言
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。



前

回

の
速
詠
十
首
と
併

せ
て
二
度
も
下
命

に
見
事

に
応
じ
、
詩
人
と
し
て
誇
ら
し

い
気
持
ち
で
家
集

に
入
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
詩
序

に
は
三
首

が
探
し

た
が
見

つ

か
ら
な
か

っ
た
悔
し
さ
を

に
じ
ま

せ
て
い
る
よ
う

に
思
う

の
だ
が
。
道
真
時
に
五
十

一
歳
、
円
熟
期

の
良
き
思

い
出

の

一
爾
と
し

て
速
詠

の
詩
群
は

『
菅
家
文
草
』

に
収
め
ら
れ
た
。
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